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ナノイーX搭載のスタンダードモデル

CS-255DJ
省エネ基準
達成率 87％ 通年エネルギー

消費効率(APF) 5.8

CS-285DJ
省エネ基準
達成率 87％ 通年エネルギー

消費効率(APF) 5.8

CS-365DJ
省エネ基準
達成率 74％ 通年エネルギー

消費効率(APF) 4.9

CS-405DJ2
省エネ基準
達成率 74％ 通年エネルギー

消費効率(APF)
4.9

CS-565DJ2
省エネ基準
達成率 79％ 通年エネルギー

消費効率(APF) 5.0

CS-225DJ
省エネ基準
達成率 87％ 通年エネルギー

消費効率(APF) 5.8
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本体希望小売価格 220,000円
(税込)
(工事費別)

本体希望小売価格 242,000円
(税込)
(工事費別)

本体希望小売価格 264,000円
(税込)
(工事費別)

本体希望小売価格 313,500円
(税込)
(工事費別)

本体希望小売価格 341,000円
(税込)
(工事費別)

本体希望小売価格 444,000円
(税込)
(工事費別)

冷房時おもに

６畳用

冷房時おもに

８畳用

冷房時おもに

１０畳用

冷房時おもに

１２畳用

冷房時おもに

１４畳用

冷房時おもに

１８畳用

2.2kW
クラス

軽量コンパク
ト

コンパクト

2.5~3.6kW
クラス

4.0kW
クラス

5.6kW
クラス

・0.5℃刻みで設定可
能

・スライドカバーのすっきり
新リモコン

＊1：スマートフォンの対応OSについては、こちらをご覧ください。
panasonic.co.jp/hvac/corp/solution/iot/app-eolia-setup.html
＊2：スマートフォンの設定や、通信環境によっては正しく画面表示されない場合や、機能の一部がご利用いただ
けない場合があります。
＊3：離れて住む家族のエアコンの稼働状況を取得するには、事前にそのお宅で、対象となるエアコンのアプリへ
のマイ家電登録が必要です。
注1：●通知サービスは、事前に通知設定をオンにしていただく必要があります。
本サービスは無線通信を利用しているため、通信環境や使用状況によっては、ご利用できない場合があります。こ
れによる損害の発生などについて、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
●本アプリは育児や介護、医療等の専用監視用ではありません。これらを目的とした製品利用の結果生じた事件・
事故および損害などについて、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
注2：［エアコンが無線LAN内蔵機種の場合］無線LANブロードバンドルーターが必要です。（無線ゲートウェイを
ご使用の場合は、有線ブロードバンドルーターでも利用可能です。）WEPのみ対応の機種はお使いいただけません
。モバイルWi-
Fiルーターもお使いいただけません。［無線LANを内蔵していない機種の場合］ルーターやハブなどにLANポートの
空きが必要です。

　※1༚〈カビ菌〉【試験機関】༈一財༉カケンテストセンター【 試験方法】試験室༈約༘畳༉において布に付着させたカビ菌の成長を確認【

除菌の方法】ナノイーXを放出【 対象】付着したカビ菌【 試験結果】約༖時間で抑制効果を確認༈KT-21-007373-2༉。〈花粉〉【試験機関】パナソニック

ホールディングス༈株༉プロダクト解析センター【 試験方法】試験室༈約༖畳༉内でELISA法で測定【 抑制の方法】ナノイーXを放出【 対象】花粉༈スギ༉【

試験結果】約12時間で99༅の抑制効果を確認༈L19YA009༉。〈ニオイ༈タバコ臭༉〉【試験機関】パナソニック

ホールディングス༈株༉プロダクト解析センター【 試験方法】試験室༈約༖畳༉において༖段階臭気強度表示法による測定【 脱臭の方法】ナノイーXを放出【

対象】付着したタバコ臭【 試験結果】約12分で臭気強度2.4低減༈4AA33-160615-N04༉。〈PM2.5〉【試験機関】パナソニック

ホールディングス༈株༉プロダクト解析センター【 試験方法】試験室༈約༖畳༉においてGC/MSによる測定【 対象】PM2.5の含有物質༈安息香酸༉【

試験結果】約༘時間で99%以上分解することを確認༈Y17NF096༉。〈アレル物質〉【試験機関】パナソニック ホールディングス༈株༉プロダクト解析センター【

試験方法】試験室༈約༖畳༉内で電気泳動法またはELISA法による測定【 抑制の方法】ナノイーXを放出【

対象】アレル物質༈ヤケヒョウヒダニ・コナヒョウヒダニ・アルテルナリア・アスペルギルス・カンジダ・マラセチア・ゴキブリ・ガ・イヌ・ネコ༉【

試験結果】約24時間で低減効果を確認༈4AA33-160615-F01、4AA33-170301-F15、4AA33-160615-F02、4AA33-160615-F03、4AA33-160620-

F01༉。〈浮遊菌〉【試験機関】༈一財༉北里環境科学センター【 試験方法】試験室༈約༖畳༉において検証【除菌の方法】ナノイーXを放出【

対象】浮遊した菌༈༑種類༉【 試験結果】約༔時間で99%以上抑制༈北生発2016_0279号༉。〈 付着菌〉【試験機関】༈一財༉日本食品分析センター【

試験方法】試験室༈約༖畳༉において検証【 除菌の方法】ナノイーXを放出【 対象】付着した菌༈༑種類༉【

試験結果】約༘時間で99%以上抑制༈第13044083003-01号༉。〈 浮遊ウイルス〉【試験機関】༈一財༉北里環境科学センター【

試験方法】試験室༈約༖畳密閉空間༉において検証【 抑制の方法】ナノイーXを放出【 対象】浮遊したウイルス༈༑種類༉【

試験結果】約༖時間で99༅以上抑制༈北生発2016-0375号༉。〈 付着ウイルス【〉試験機関】ホーチミンパスツール研究所【

試験方法】試験室༈約༖畳密閉空間༉においてウイルスを布に付着させウイルス感染価を測定【 抑制の方法】ナノイーXを放出【

対象】付着したウイルス༈༑種類༉【 試験結果】約༒時間で99%以上抑制༈AccreditationNo. VILAS Med 014༉。

※2༚【試験機関】༈一社༉カビ予報研究室【

試験方法】室温25℃、湿度70༅の試験室༈約10畳༉にて、エアコン内部にカビセンサーを設置、༑日༒時間の冷房運転後に内部クリーン運転ありとなしの条件に

おいて、༔日後のカビの成長を比較【 試験結果】カビセンサー内のカビ༈༒種類༉の成長が抑制されることを確認༈180609༉。

※3༚【試験機関】༈一財༉ボーケン品質評価機構【 試験方法】JIS L 1902 菌液吸収法【

試験結果】༒種類の菌で「コーティングなし」に対して99%以上減少していることを確認༈試験番号25021000166-1、25021000195-1༉

༊約༘畳試験空間での抑制効果。カビ菌༚約༖時間後。約༖畳試験空間での抑制効果。花粉༈スギ༉༚約12時間後、ニオイ༈タバ

コ臭༉༚約12分後、PM2.5༈安息香酸༉༚約༘時間後、アレル物質༚約24時間後。約༖畳密閉試験空間での抑制効果。浮遊菌:約༔
時間後、付着菌:約༘時間後、浮遊ウイルス:約༖時間後、付着ウイルス:約༒時間後。※1

数値は実際の使用空間での試験結果ではありません。脱臭効果は、周囲環境༈温度・湿度༉、運転時間、臭気、繊維の種類によっ
て異なります。

＊

※2

※3


